
伊
能
忠
敬
墓
碑
銘

東
河
伊
能
君
墓
銘
幷
叙

江
都

一
斎
佐
藤
坦
為
文

君
諱
忠
敬
字
子
斎
伊
能
氏
號
東
河
稱
三
郎
右
衛
門
晩
稱
勘
解
由
北
総

香
取
郡
佐
原
村
人
本
姓
神
保
氏
南
総
武
射
郡
小
堤
村
神
保
貞
恒
之
第

三
子
出
冒
伊
能
氏
伊
能
氏
世
為
閭
右
族
其
先
出
於
大
和
高
市
郡
西
田

郷
大
同
中
有
諱
景
能
者
知
北
総
香
取
郡
大
須
賀
荘
居
伊
能
村
因
以
氏

焉
子
孫
蝉
聯
占
其
地
至
永
禄
中
有
諱
景
久
者
始
徒
佐
原
天
正
中
為
居

民
開
肆
廛
貿
易
實
君
九
世
祖
也
高
祖
諱
景
利
曽
祖
諱
昌
雄
祖
諱
景
慶

考
諱
長
由
無
子
其
配
神
保
氏
君
之
従
祖
姑
也
因
丐
君
為
嗣
長
由
不
幸

蚤
歾
産
頗
荒
君
既
来
嗣
慨
然
以
幹
蠱
為
志
昕
夕
黽
勉
務
倹
素
禁
奢
靡

家
衆
百
口
以
躬
率
先
之
天
明
三
年
関
東
大
饑
君
為
発
私
儲
賑
貸
郷
里

施
及
旁
近
村
落
多
所
全
活
六
年
又
饑
救
之
如
初
地
頭
津
田
日
州
君
並

優
賞
之
君
好
星
暦
至
寛
政
六
年
委
家
事
於
子
景
敬
躬
独
来
江
都
耑
従

事
暦
学
当
時
所
伝
暦
法
君
疑
其
有
所
不
合
徧
就
暦
家
質
之
猶
未
釈
然

既
而

官
会
有
改
暦
之
挙
召
高
橋
東
岡
者
新
自
浪
速
来
君
執
贄
往
見

始
聞
西
洋
暦
法
理
精
数
密
宿
疑
乃
解
遂
棄
旧
学
之
推
歩
測
量
之
精
東

岡
之
門
独
推
君
云
寛
政
十
二
年
閏
四
月

官
命
君
測
量
北
陸
道
及
び

蝦
夷
地
方
東
南
沿
海
以
定
地
度
明
年
正
月

官
賜
君
父
子
銀
各
十
錠

許
佩
刀
称
姓
氏
賞
其
於
天
明
年
内
両
救
窮
民
也
享
和
元
年
三
月
又

命
測
量
伊
豆
相
模
二
総
常
陸
陸
奥
沿
海
六
月
又

命
測
量
出
羽
三
越

佐
渡
能
登
駿
河
遠
江
三
河
尾
張
沿
海
至
文
化
紀
元
集
地
方
各
図
成
一

大
図
進
呈
其
九
月

官
賞
賜
廩
米
擢
為
小
普
請
組
属
天
文
方
既
而
又

命
測
量
山
陽
山
陰
西
海
南
海
四
道
壱
岐
対
馬
二
島
官
道
及
沿
海
十

二
年
又

命
測
量
伊
豆
七
島
及
び
箱
根
湖
既
竣
事
測
量
江
都
府
内
十

四
年
四
月
府
内
図
進
呈
自
蝦
夷
測
量
之
初
至
閲
十
有
八
年
五
畿
七
道

無
地
不
渉
遐
陬
僻
壌
尽
測
量
而
図
之
最
後
有

命
集
成
宇
内
沿
海
輿

地
図
全
図
及
度
数
譜
行
程
記
至
文
政
元
年
齢
七
十
有
四
年
罹
病
其
四

月
十
三
日
劇
殆
不
起
至
四
年
七
月
輿
地
全
図
等
成
進
呈
以
其
九
月
四

日
歾

官
追
賞
其
功
賜
廩
米
宅
地
於
孫
忠
誨
以
旌
之
君
為
人
真
率
不

修
辺
幅
精
力
絶
人
毎
測
量

命
下
輙
喜
見
顔
色
不
日
而
発
乃
躬
歴
険

阻
凌
海
涛
奔
走
数
十
百
里
風
雨
寒
暑
未
甞
少
沮
喪
何
其
気
之
邁
而
事

之
勤
也
哉
所
著
有
国
郡
昼
夜
時
刻
考
対
数
差
表
紀
源
術
並
用
法
割
円

八
線
表
紀
源
法
地
球
測
遠
術
問
答
凡
若
干
巻
皆
蔵
於
家
君
先
配
長
由

之
女
継
配
桑
原
氏
皆
先
歾
得
三
男
二
女
昆
季
並
殤
仲
子
景
敬
嗣
亦
先

歾
孫
忠
誨
嗣
君
之
葬
在
城
北
浅
草
源
空
寺
東
岡
君
之
塋
域
従
遺
嘱
也

忠
誨
以
状
来
請
余
銘
乃
略
叙
之
為
銘
曰
源
深
以
遠
流
長
以
疏
善
積
之

厚
慶
則
有
余
叩
天
之
閽
極
坤
之
輿
瘴
煙
毒
霧
不
能
為
癒
祈
寒
暑
雨
不

能
為
痡
乃
如
之
人
能
有
幾
與
貞
珉
可
泐
跡
則
不
渝

文
政
五
年
壬
午
嘉
平
月
下
澣

淡
海
関
研
書

孝
孫
忠
誨
立

伊
能
忠
敬
墓
碑
銘

訓
訳
（
意
訳
）

東
河

伊
能
君

墓
銘
并
叙

江
都

一
齊
佐
藤
坦

為
文

こ

う

と

（
佐
藤

一
斎
（
さ
と
う

い
っ
さ
い
、
安
永
元
年
十
月
二
十
日
（
１
７

７
２
年
11
月
14
日
）-

安
政
六
年
九
月
二
十
四
日
（
１
８
５
９
年
10
月

19
日
）
）
は
、
美
濃
国
岩
村
藩
出
身
の
著
名
な
儒
学
者
。
諱
は
担
。
通
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称
は
捨
蔵
。
字
を
大
道
。
号
は
一
斎
の
ほ
か
、
愛
日
楼
、
老
吾
軒
。
）

君
、
諱
は
忠
敬
、
字
は
子
齊
、
伊
能
氏
、
東
河
と
称
し
、
三
郎
右
衛

い
み
な

門
と
称
え
、
晩
く
に
は
勘
解
由
と
称
す
。
北
総
香
取
郡
佐
原
村
の
人

お
そ

か

げ

ゆ

な
り
。

本
姓
は
神
保
氏
、
南
総
武
射
郡
小

堤
村
の
神
保
貞
恒
の
第
三
子
に
し

ほ
ん
せ
い

む

さ

お
ん
づ
つ
み

て
出
で
て
伊
能
氏
を
冒
す
。

お
か

伊
能
氏
は
世
、
閭
の
右
族
（
村
の
名
門
の
こ
と
）
た
り
。

よ
よ

り
ょ

そ
の
先
は
大
和
高
市
郡
西
田
郷
に
出
づ
。

大
同
中
、
諱
、
景
能
な
る
者
あ
り
。
北
総
香
取
郡
大
須
賀
荘
を
知
め
、

い
み
な

伊
能
村
に
居
し
、
因
っ
て
以
っ
て
氏
と
す
。

子
孫
蝉
聯
（
連
な
り
続
く
）
、
そ
の
地
を
占
む
。

せ
ん
れ
ん

し

永
禄
中
に
至
り
、
諱
、
景
久
な
る
者
あ
り
。
始
め
て
佐
原
に
徙
る
。

う
つ

天
正
中
、
居
民
と
な
り
、
肆
廛
（
商
店
）
を
開
き
貿
易
す
。

し

て

ん

実
に
君
が
九
世
の
祖
な
り
。
高
祖
は
諱
、
景
利
、
曽
祖
は
諱
、
昌
雄
、

租
は
、
景
慶
、
、
考
は
諱
、
長
由
、
子
無
く
そ
の
配
神
保
氏
は
君
の

従
祖
姑
な
り
。
（
誤
神
保
氏

正
平
山
氏

誤
従
祖
姑

正
再
従
姉
）

因
っ
て
君
に
丐
（
乞
）
う
て
嗣
（
あ
と
つ
ぎ
）
と
な
す
。

こ

長
由
、
不
幸
に
も
蚤
（
早
く
）
に
没
し
、
産
、
頗
る
荒
れ
る
。

つ
と

す
こ
ぶ

君
、
既
に
来
た
り
嗣
ぐ
（
後
を
継
ぐ
）
。
慨
然
と
し
て
幹
蠱
（
父
が
失

か

ん

こ

敗
し
た
事
業
を
子
が
立
て
直
す
）
を
以
て
志
と
為
し
、
昕
夕
黽
勉
（
日

き
ん
せ
き
び
ん
べ
ん

夜
怠
ら
ず
精
を
出
し
）
、
倹
素
（
倹
約
し
て
質
素
）
に
務
め
奢
靡
（
身

け

ん

そ

し

ゃ

び

の
程
を
わ
き
ま
え
な
い
ぜ
い
た
く
）
を
禁
ず
。

家
衆
百
口
、
躬
を
以
て
こ
れ
に
率
先
す
。

み

天
明
三
年
、
関
東
大
い
に
飢
え
る
。
君
、
為
に
私
儲
（
私
財
）
を
発

し

ち

ょ

し
郷
里
を
賑
貸
す
。

施
し
近
傍
の
村
落
に
及
び
全
活
す
る
所
多
し
。

六
年
、
又
、
飢
え
る
。
こ
れ
を
救
う
こ
と
初
め
の
如
し
。

地
頭
津
田
日
州
君
（
旗
本
・
津
田
日
向
守
）
、
並
び
に
こ
れ
を
優
賞
す
。

君
、
星
暦
を
好
み
、
寛
政
六
年
に
至
り
家
事
を
子
景
敬
に
委
ね
、
躬

独
り
江
都
（
江
戸
）
に
来
た
り
、
耑
め
て
暦
学
に
従
事
す
。

は
じ

当
時
、
伝
う
る
と
こ
ろ
の
暦
法
、
君
、
其
の
合
わ
ざ
る
所
有
る
を
疑

う
。

徧
く
暦
家
に
就
き
こ
れ
を
質
す
も
猶
、
未
だ
釈
然
と
せ
ず
。

あ
ま
ね

な
お

い
ま

し
こ
う
し
て
官
、
た
ま
た
ま
改
暦
の
挙
有
り
。

高
橋
東
岡
（
高
橋
至
時
）
な
る
者
を
召
し
新
た
に
浪
速
（
大
坂
）
よ
り

来
る
。

君
、
贄
（
進
物
）
を
執
り
往
き
て
見
え
初
め
て
西
洋
の
暦
法
を
聞
く
。

ま
み

理
精
し
く
数
密
か
に
し
て
、
宿
疑
乃
ち
解
け
遂
に
旧
学
を
棄
て
こ
れ

く
わ

こ
ま

す
な
わ

に
学
ぶ
。

推
歩
（
星
の
運
行
）
測
量
の
精
、
東
岡
の
門
、
独
り
君
を
推
す
と
い

う
。

寛
政
十
二
年
閏
四
月
、
官
、
君
に
北
陸
道
、
及
び
蝦
夷
地
方
の
東
南
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沿
海
を
測
量
し
、
以
っ
て
地
度
を
定
る
こ
と
を
命
ず
。
（
誤
北
陸
道

正
奥
州
街
道
）

明
年
正
月
、
官
、
君
父
子
に
銀
各
十
錠
を
賜
り
、
刀
を
佩
び
姓
氏
を

称
う
こ
と
を
許
す
。

其
の
天
明
年
内
に
窮
民
を
両
救
せ
し
を
賞
し
て
な
り
。

享
和
元
年
三
月
、
又
、
伊
豆
、
相
模
、
二
総
、
常
陸
、
陸
奥
の
沿
海

を
測
量
す
る
こ
と
を
命
ず
。

六
月
、
又
、
出
羽
、
三
越
、
佐
渡
、
能
登
、
駿
河
、
遠
江
、
三
河
、

尾
張
の
沿
海
を
測
量
す
る
こ
と
を
命
ず
。
（
誤
六
月

正
翌
年
六
月
）

文
化
元
年
に
至
り
、
地
方
各
図
を
集
め
て
一
大
図
と
成
し
進
呈
す
。

其
の
九
月
、
官
、
稟
米
（
扶
持
米
）
を
賞
賜
し
擢
ん
で
て
小
普
請
組

り
ん
ま
い

と
為
し
、
天
文
方
に
属
せ
し
む
。

概
に
し
て
又
、
山
陽
、
山
陰
、
西
海
、
南
海
の
四
道
と
壱
岐
、
対
馬

の
二
島
の
官
道
、
及
び
沿
海
を
測
量
す
る
こ
と
を
命
ず
。

十
二
年
、
又
、
伊
豆
七
島
、
及
び
箱
根
湖
を
測
量
す
る
こ
と
を
命
ず
。

既
に
事
を
竣
え
、
江
都
府
内
を
測
量
す
。
十
四
年
四
月
、
府
内
図
成

り
進
呈
す
。

蝦
夷
測
量
の
初
め
よ
り
此
に
至
る
十
有
八
年
を
閲
（
時
間
が
経
過
し
）

け
み

し
、
五
畿
七
道
、
地
と
し
て
渉
ら
ざ
る
な
く
、
遐
陬
僻
壌
（
辺
地
ま

か
す
う
へ
き
じ
ょ
う

で
含
め
た
国
土
）
尽
く
測
量
し
て
こ
れ
を
図
す
。

こ
と
ご
と

最
後
に
命
あ
り
て
宇
内
（
天
地
の
間
）
沿
海
輿
地
全
図
、
及
び
度
数

う

だ

い

譜
、
行
程
記
を
集
成
す
。

文
政
元
年
に
至
り
、
齢
七
十
有
四
、
病
に
罹
り
其
の
四
月
十
三
日
、

劇
し
く
し
て
殆
ど
起
た
ず
。

四
年
七
月
に
至
り
、
輿
地
全
図
等
成
り
進
呈
し
、
其
の
九
月
四
日
を

以
て
吻
す
。

官
、
其
の
功
を
追
賞
し
廩
米
宅
地
を
孫
忠
誨
に
賜
り
以
っ
て
こ
れ
を

旌
（
功
績
や
善
行
を
誉
め
称
え
る
）
せ
り
。

し
ょ
う

君
、
人
と
な
り
真
率
に
し
て
辺
幅
を
修
せ
ず
、
精
力
絶
人
、
測
量
の

命
下
る
毎
に
、
輙
ち
喜
び
顔
色
に
見
し
、
不
日
に
し
て
発
す
。

乃
ち
躬
ら
険
阻
を
歴
え
海
濤
を
凌
ぎ
奔
走
す
る
こ
と
数
百
里
、
風
雨

寒
暑
、
未
だ
嘗
て
少
し
も
沮
喪
（
無
く
す
）
せ
ず
。

か
つ

そ

も

何
ぞ
其
の
気
の
邁
（
遠
く
を
目
指
し
て
絶
間
な
く
前
進
を
続
け
る
）

ま
い

に
し
て
事
の
勤
な
る
や
。

つ
と
め

著
す
所
、
国
郡
昼
夜
時
刻
考
、
対
数
表
紀
源
術
、
並
び
に
用
法
、
割

円
八
線
表
紀
源
法
、
地
球
測
遠
術
問
答
凡
そ
若
干
巻
有
り
、
皆
、
家

に
蔵
す
。

君
、
先
配
長
由
の
女
（
達
）
、
継
配
桑
原
氏
、
皆
先
に
歾
（
没
）
す
。

み
ち

ぼ
つ

三
男
二
女
を
得
、
毘
季
並
び
に
殤
（
若
く
し
て
死
ぬ
）
す
。

仲
子
景
敬
嗣
も
亦
先
に
歾
す
。
孫
忠
誨
嗣
ぐ
。

君
の
葬
は
城
北
浅
草
源
空
寺
の
東
岡
君
の
塋
域
（
墓
地
）
に
あ
り
。

え
い
い
き

遺
嘱
（
故
人
の
生
前
か
ら
の
頼
み
）
に
従
う
な
り
。
忠
誨
、
状
を
以

て
来
り
、
余
に
銘
を
請
う
。

乃
ち
こ
れ
を
略
叙
し
銘
と
為
す
。
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曰
く
、
源
は
深
く
以
て
遠
く
、
流
れ
は
長
く
以
て
䟽
る
。

と
お

善
積
の
厚
き
、
慶
は
則
ち
余
有
り
。

天
の
閽
（
門
）
を
叩
き
、
坤
の
輿
（
大
地
・
地
球
）
を
極
む
。

こ
ん

こ
ん

こ
し

瘴

烟
毒
霧
（
山
川
に
漂
う
毒
気
を
含
ん
だ
も
や
）
、
癒
を
為
す
能

し
ょ
う
え
ん

わ
ず
、
祈
寒
暑
雨
、
痡
（
病
）
を
為
す
能
わ
ず
。

乃
ち
か
く
の
如
き
人
、
能
く
有
ら
ん
か
。

貞
泯
泐
す
べ
き
も
跡
は
則
ち
渝
ら
ず
。

て
い
み
ん
ろ
く

文
政
五
年
壬
午
嘉
平
月
（
十
二
月
の
異
称
）
下
澣
（
下
旬
）

淡
海
関
研
書

孝
孫
忠
誨
立

〈
付
記
〉

伊
能
忠
敬
墓
碑
銘
叙
は
、
佐
藤
一
斎
氏
の
筆
に
な
る
と
い
う
。
こ

の
一
斎
氏
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
知
識
人
で
あ
る
が
、
捻
く
っ
た

見
方
を
す
れ
ば
、
自
ら
の
漢
文
の
知
識
を
ひ
け
ら
か
し
て
、
こ
と
さ

ら
難
し
く
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
も
っ
と
も
筆
者
に
漢
文

の
素
養
が
な
い
た
め
、
そ
う
感
じ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
。
真
に
能

力
の
あ
る
人
は
、
素
人
に
分
か
る
よ
う
な
説
明
が
で
き
る
人
だ
と
い

う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
夏
休
み
の
期
間
に
あ
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
子
供
科
学
電
話
相
談
」
（
名
称
は
違
う
か

も
）
を
聞
い
て
い
る
と
そ
の
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
小
学
生
の
鋭
い

質
問
に
、
そ
の
小
学
生
に
分
か
る
よ
う
に
説
明
で
き
る
先
生
が
、
す

な
わ
ち
能
力
あ
る
人
だ
と
思
う
。
ラ
ジ
オ
だ
か
ら
、
な
か
な
か
説
明

は
難
し
い
と
思
う
が
、
中
に
は
、
大
人
の
筆
者
が
聞
い
て
も
分
か
ら

な
い
説
明
を
す
る
先
生
が
い
る
。

つ
ま
り
、
忠
敬
の
墓
碑
銘
を
叙
し
た
彼
は
、
忠
敬
を
讃
え
た
こ
と

に
は
違
い
な
い
が
、
誰
に
向
か
っ
て
、
叙
文
を
書
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

当
時
は
、
今
日
以
上
に
文
解
能
力
の
差
は
あ
っ
た
。
上
は
、
こ
の
叙

文
の
著
者
の
よ
う
に
、
漢
文
を
極
め
た
人
、
下
は
全
く
の
文
盲
、
辛

う
じ
て
自
分
の
名
前
を
書
け
る
人
が
い
た
時
代
。

江
戸
時
代
後
半
に
も
な
る
と
、
世
界
的
に
も
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る

識
字
率
を
誇
っ
た
日
本
だ
が
、
そ
れ
は
、
生
活
に
密
着
し
た
文
字
の

解
読
力
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
難
解
な
漢
文
の
読
解
が
で
き
る
人
は
、

ま
ず
極
少
数
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
一
般
人
に
忠
敬
の
業
績
を
讃
え
広
め
る
た

め
に
は
、
も
っ
と
平
易
な
文
章
で
著
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
、
忠
敬
の
墓
碑
銘
だ
け
で
な
く
、
一
般
的
に
墓
石
に
刻

ま
れ
て
い
る
叙
文
は
、
一
様
に
難
解
だ
。
そ
の
難
解
さ
が
、
筆
力
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
日
の
我
々
か
ら
す
る
と
、
は
っ
き
り
言
っ

て
お
手
上
げ
状
態
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
古
文
書
の
読
解
力
を
持
っ
た
専
門
家
諸
氏

も
多
く
居
ら
れ
る
。
だ
が
、
失
礼
な
が
ら
、
そ
の
難
解
な
古
文
書
・

漢
文
を
現
代
文
・
用
語
に
通
訳
し
て
、
筆
者
の
よ
う
な
素
人
に
も
分

か
る
よ
う
に
、
解
読
し
て
下
さ
る
例
は
少
な
い
。

こ
の
難
解
さ
が
災
い
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
忠
敬
の
偉

業
も
低
く
見
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
、
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ど

と
穿
っ
た
見
方
を
す
る
の
は
、
筆
者
の
ひ
ね
く
れ
だ
ろ
う
か
。
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伊
能
忠
敬
の
天
草
測
量
に
、
付
廻
り
役
と
し
て
、
ほ
ぼ
従
事
し
た

上
田
宜
珍
。
彼
の
墓
碑
銘
は
、
現
地
を
数
度
訪
れ
、
一
字
一
句
確
か

め
た
こ
と
も
あ
り
、
筆
者
に
と
っ
て
馴
染
み
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の

書
の
作
成
初
め
か
ら
取
り
上
げ
て
い
た
が
、
伊
能
忠
敬
の
墓
碑
銘
は
、

蚊
帳
の
外
に
置
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
大
谷
亮
吉
の
『
伊
能
忠
敬
』

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
墓
碑
銘
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た

こ
と
は
事
実
だ
。

し
か
し
、
実
際
に
現
地
で
確
か
め
た
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
。
さ

ら
に
、
な
ん
と
な
く
難
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
な
ど
か
ら
、
あ
え

て
避
け
て
い
た
。

そ
ん
な
折
、
こ
の
書
を
出
版
す
る
前
に
、
著
作
権
の
問
題
と
同
時

に
、
助
言
を
い
た
だ
き
た
く
て
、
底
本
を
含
め
、
多
く
の
資
料
を
戴

い
て
い
る
（
勿
論
勝
手
に
）
、
「
伊
能
忠
敬
ｅ
史
料
館
」
の
戸
村
茂

昭
様
に
、
一
応
の
原
稿
本
を
送
付
し
た
。

そ
こ
で
、
戸
村
様
か
ら
、
助
言
を
い
た
だ
い
た
一
つ
が
、
こ
の

「
伊
能
忠
敬
墓
碑
銘
」
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
伊
能
忠
敬
の
墓
碑
銘
の
拓
本
が
あ
っ
た
。
折
角
の
御

行
為
な
の
で
、
こ
の
書
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
、
拓

本
を
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
と
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
が
、
い
っ
そ
自

ら
キ
ー
ボ
ー
ド
を
た
た
い
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
思
っ
た

こ
と
は
、
一
つ
に
頭
書
に
述
べ
た
よ
う
に
、
難
解
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
そ
の
難
解
の
一
は
、
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
が
旧
字
体
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
単
語
が
難
解
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、
何
と
読
む
の

か
、
何
と
い
う
意
味
な
の
か
、
一
字
一
句
、
辞
書
を
引
き
な
が
ら
、

辞
書
に
な
け
れ
ば
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
。
結
果
、
こ
ん
な
難
し
い
漢
字

迄
Ｐ
Ｃ
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
事
に
感
心
し
た
事
も
あ
っ
た
半
面
、
調

べ
て
も
、
意
味
不
明
の
単
語
も
多
く
あ
っ
た
。

先
に
述
べ
た
伊
能
忠
敬
ｅ
史
料
館
か
ら
頂
い
た
も
の
で
も
、
説
明

が
な
い
も
の
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
現
在
の
専
門
家
で

も
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
事
と
解
し
た
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
素
人
の
筆
者
に
理
解
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
ま

た
読
者
諸
士
も
、
こ
の
忠
敬
の
碑
銘
や
、
他
所
に
数
多
く
載
せ
て
い

る
古
文
書
類
は
、
飛
ば
し
て
読
ん
で
い
た
だ
い
て
も
構
わ
な
い
。
そ

し
て
再
度
読
み
返
し
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
は
、
ち
ょ
こ
っ

と
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
何
度
か

読
み
返
し
て
い
く
う
ち
に
、
完
全
に
は
分
か
ら
な
く
て
も
、
大
体
の

こ
と
は
分
か
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。
大
意
を
く
み
取
る
だ
け
で
も

意
味
が
あ
る
と
思
う
。

こ
の
碑
銘
解
読
文
に
関
し
て
は
、
伊
能
忠
敬
ｅ
史
料
館
か
ら
頂
い

た
解
読
文
資
料
に
、
少
し
で
も
読
み
や
す
く
な
れ
ば
と
思
い
、
少
し

手
を
加
え
た
。
そ
れ
は
、
ル
ビ
を
付
け
加
え
た
こ
と
、
単
語
な
ど
の

意
味
を
追
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
辞
書
に
も
載
っ
て
い
な

い
の
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
初
の
漢
文
の
碑
銘
は
、
大
谷
亮
吉
著
『
伊
能
忠
敬
』
に

よ
る
。伊

能
忠
敬
及
び
高
橋
至
時
の
墓

東
京
浅
草

源
空
寺

伊
能
忠
敬
の
墓
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
発
掘
さ
れ
、
中
央
で
、

41



高
橋
至
時
の
墓
の
右
に
あ
る
小
さ
な
墓
石
の
下
に
忠
敬
先
生
の

遺
骸
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

右
側
の
大
き
な
墓
碑
は
そ
の
小

さ
な
墓
に
対
す
る
「
墓
誌
」
な
の
で
あ
っ
て
、
碑
を
建
立
し
た

孫
の
忠
誨(

た
だ
の
り)

が
祖
父
の
尊
敬
す
る
至
時
先
生
の
墓
よ

り
大
き
な
墓
碑
を
建
て
る
つ
も
り
が
無
か
っ
た
こ
と
は
残
さ
れ

た
『
忠
誨
日
記
』
の
記
述
内
容
を
見
て
も
明
ら
か
で
す
。
（
ブ

ロ
グ
・
東
亜
天
文
学
会-

前
歴
史
課
長
の
試
み
よ
り
）

伊
能
忠
敬
の
墓
は
、
実
は
二
基
あ
っ
た
。
現
在
は
、
真
の
墓
は
関

東
大
震
災
後
、
区
画
整
理
と
か
で
掘
り
起
こ
さ
れ
て
、
そ
の
真
の
墓

は
な
い
。
下
の
写
真
は
、
改
葬
前
の
墓
の
様
子
で
あ
る
。
孫
の
忠
誨

は
、
師
よ
り
大
き
な
墓
を
建
て
る
こ
と
に
、
難
を
示
し
た
と
い
う
。

忠
敬
が
死
去
し
た
の
は
文
政
元
年
四
月
で
あ
り
、
現
在
遺
さ
れ
て
い

る
墓
碑
建
立
は
文
政
五
年
で
あ
る
。
（
伊
能
忠
敬
研
究
報

第
27
号
）

上
写
真

伊
能
忠
敬
墓
碑
拓
本

表
面

伊
能
忠
敬
ｅ
史
料
館
提
供

下
写
真

左

高
橋
至
時
墓

中

伊
能
忠
敬
墓

右

伊
能
忠
敬
墓
碑
銘
塔
（
右
）

（
『
伊
能
忠
敬
』
大
谷
亮
吉
著
よ
り
）
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